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国
鉄
分
割
・
民
営
化
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対
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１
０
４
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解
雇
撤
回
！

１８５号
2025年１０月２０日

国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
の
勝
利
へ

東
京
高
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

５
０
６
８
筆
（
25
年
10
月
20
日
）

１１・２芝公園へ大結集を
極右反動・排外主義の高市戦争政権の打倒へ
全国労働者総決起集会・改憲阻止！１万人行進

に
拡
散
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
で
も

困
難
な
中
で
闘
い
が
継
続
し
て
い
ま

す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
ガ
ザ
虐
殺

を
止
め
、
中
国
侵
略
戦
争
を
許
さ
な

い
反
戦
闘
争
と
国
際
連
帯
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
底
抜
け
の
危
機
の
中
で
、
自
民
党

総
裁
選
で
は
、
下
馬
評
を
覆
し
て
国

家
主
義
・
排
外
主
義
の
台
頭
に
押
し

上
げ
ら
れ
た
極
右
の
高
市
が
勝
利

し
、
そ
の
後
の
公
明
党
の
連
立
政
権

離
脱
を
経
て
、
維
新
と
の
連
立
政
権

　
芝
公
園
23
号
地
集
会
広
場
で
11
月

２
日
、
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会
／

改
憲
阻
止
１
万
人
行
進
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
全
国
の
地
域
・
職
場
か
ら
の

大
結
集
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
11
月
労
働
者
集
会
運
動
の
最
大

の
結
集
軸
の
一
つ
で
あ
る
国
鉄

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
を
め

ぐ
っ
て
９
月
19
日
、
東
京
高
裁
第
１

回
裁
判
に
は
全
国
か
ら
２
４
０
人
が

結
集
し
、
事
前
に
決
ま
っ
て
い
た
警

備
法
廷
を
撤
回
さ
せ
て
大
法
廷
で
の

開
催
と
な
り
、
即
日
結
審
策
動
も
打

ち
破
っ
て
、
来
年
１
月
23
日
の
次
回

裁
判
を
決
め
さ
せ
ま
し
た
。
歴
史
的

重
ね
て
破
局
に
向
か
い
な
が
ら
、
労

働
者
の
困
難
は
放
置
さ
れ
、
戦
争
政

策
だ
け
が
進
め
ら
れ
る
過
程
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
政
権
工
作
を
め
ぐ
っ
て
国
民
民
主

や
立
憲
民
主
な
ど
は
右
往
左
往
し
、

連
合
は
腐
敗
と
反
動
化
、
危
機
を
深

め
、
帝
国
主
義
労
働
運
動
へ
の
転
落

構
想
が
進
ん
で
い
ま

す
。「
高
市
政
権
」

の
も
と
で
進
む
の

は
、
破
綻
に
破
綻
を

国際連帯で中国侵略戦争、
ガザ虐殺阻止の闘いを！

〝
組
織
拡
大
の
展
望 

切
り
開
こ
う
〟

新
た
な
闘
い
へ
新
執
行
体
制
を
確
立

　
９
月
28
日
、
第
55
回
動
労
千
葉
定

期
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
資
格
審
査

や
議
長
選
出
後
に
関
道
利
委
員
長
が

情
勢
報
告
と
あ
い
さ
つ
。

　
戦
争
と
改
憲
が
進
む
歴
史
的
転
換

点
に
あ
っ
て
「
絶
対
に
戦
争
を
止
め

る
た
め
、
階
級
的
労
働
運
動
の
再
生

を
」
と
強
調
。
国
鉄
分
割
・
民
営
化

か
ら
40
年
を
経
て
な
お
続
く
闘
い
の

意
義
を
訴
え
、「
１
０
４
７
名
解
雇

撤
回
、
外
注
化
阻
止
、
新
た
な
動
労

千
葉
の
建
設
へ
団
結
を
強
化
し
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
三
里
塚
反

対
同
盟
の
萩
原
富
夫
さ
ん
、
久
留
里

線
と
地
域
を
守
る
会
の
三
浦
代
表
、

Ｏ
Ｂ
会
や
家
族
会
ら
が
登
壇
。
萩
原

さ
ん
は「
市
東
さ
ん
の
農
地
を
守
り
、

成
田
軍
事
空
港
化
を
絶
対
に
許
さ
な

い
」
と
語
り
労
農
連
帯
の
強
化
を
呼

び
か
け
た
。
三
浦
代
表
は
「
久
留
里

線
を
守
り
抜
く
た
め
に
署
名
運
動
で

声
を
上
げ
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　
議
論
で
は
、
乗
務
員
・
内
勤
双
方

の
人
員
不
足
、
過
密
ダ
イ
ヤ
や
休
憩

時
間
の
削
減
、
炎
天
下
作
業
の
過
酷

さ
な
ど
現
場
か
ら
の
切
実
な
声
が
相

次
い
だ
。
外
注
化
以
降
の
労
災
死
や

不
正
問
題
、
久
留
里
線
廃
線
問
題
も

大
き
な
課
題
と
し
て
共
有
さ
れ
、「
現

場
の
声
を
力
に
変
え
て
闘
お
う
」
と

の
決
意
が
示
さ
れ
た
。

　
関
委
員
長
は
総
括
答
弁
で
、「
今

の
時
代
に
こ
そ
動
労
千
葉
の
使
命
が

あ
る
」
と
強
調
。
動
労
本
部
か
ら
の

分
離
・
独
立
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化

へ
の
対
抗
、
１
０
４
７
名
闘
争
、
外

注
化
阻
止
の
歴
史
的
意
義
を
確
認
し

つ
つ
、「
こ
の
確
信
を
胸
に
新
た
な

闘
い
に
立
と
う
」と
訴
え
た
。
ま
た
、

幕
張
車
両
セ
ン
タ
ー
で
の
労
災
死
亡

事
故
を
は
じ
め
、
外
注
化
が
も
た
ら

す
矛
盾
と
現
場
崩
壊
の
深
刻
さ
を
指

摘
し
、「
検
修
外
注
化
・
転
籍
攻
撃

と
の
決
戦
を
全
力
で
闘
い
、
組
織
拡

大
の
展
望
を
切
り
開
こ
う
」
と
呼
び

か
け
た
。

　
運
動
方
針
な
ど
が
、
活
発
な
質
疑

と
討
論
で
採
択
さ
れ
た
。
ス
ト
ラ
イ

キ
権
は
全
会
一
致
で
批
准
さ
れ
、
新

執
行
体
制
が
選
出
さ
れ
た
。大
会
は
、

反
戦
と
団
結
、
そ
し
て
階
級
的
労
働

運
動
再
生
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
、

す
べ
て
の
議
事
を
成
功
裡
に
終
え

た
。
関
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

三
唱
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

国
鉄
闘
争
の
地
平
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
さ
せ
る
闘
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
動
労
千
葉
は
９
月
28
～
29
日
に
定

期
大
会
を
開
催
し
、
戦
争
情
勢
と
Ｊ

Ｒ
大
再
編
攻
撃
に
抗
し
て
闘
う
新
た

な
方
針
と
新
執
行
体
制
を
確
立
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
９
・
29
横
須
賀
闘

争
や
10
・
５
全
国
反
戦
闘
争
な
ど
を

闘
い
抜
き
ま
し
た
。

　
ネ
パ
ー
ル
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
な
ど
「
Ｚ
世
代
」
と
呼

ば
れ
る
若
者
主
導
の
デ
モ
が
世
界
中

を
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

防
衛
省
の
報
告
書

　
防
衛
省
が
昨
年
２
月
に
設
置
し
た

「
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
に
関
す
る

有
識
者
会
議
」
が
９
月
19
日
に
最
終

報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
以
下
の
よ
う
な
主
張
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　「
３
文
書
に
踏
ま
え
、
我
が
国
の

安
全
保
障
を
全
う
し
た
上
で
、
安
全

保
障
と
経
済
成
長
の
好
循
環
を
追
及

す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
歴
史
的
転

換
に
入
っ
た
」「
防
衛
と
経
済
は
『
大

砲
か
バ
タ
ー
か
』
と
い
う
よ
う
な
二

者
択
一
の
も
の
で
は
な
い
…
…
防
衛

力
の
抜
本
的
強
化
を
進
め
れ
ば
日
本

経
済
の
課
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
り

得
る
」

　
そ
し
て
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
開

発
・
導
入
や
原
子
力
潜
水
艦
の
検

討
、
空
母
整
備
な
ど
の
構
想
が
唱
え

ら
れ
、
軍
事
関
連
企
業
の
集
約
や
国

営
工
廠
、
公
的
防
衛
フ
ァ
ン
ド
の
設

立
や
武
器
輸
出
な
ど
の
全
面
強
化
が

提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
戦
争
情
勢
の
中
で
、
労
働
運
動
を

め
ぐ
る
情
勢
も
国
鉄
分
割
・
民
営
化

の
時
代
と
は
違
う
レ
ベ
ル
で
焦
点
化

し
て
い
ま
す
。
11
月
労
働
者
集
会
運

動
の
原
点
を
問
い
直
し
、
い
ま
の
時

代
に
立
ち
向
か
う
飛
躍
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
労
働
運
動
の
変
革
を
訴

え
て
き
た
11
月
労
働
者
集
会
運
動
の

地
平
に
は
大
き
な
可
能
性
も
秘
め
て

い
る
は
ず
で
す
。

　
戦
争
と
国
家
主
義
、
差
別
・
排
外

主
義
に
立
ち
向
か
い
、
労
働
運
動
解

体
攻
撃
を
打
ち
破
り
、
高
市
政
権
打

倒
の
闘
争
宣
言
を
発
す
る
集
会
と
し

て
成
功
さ
せ
よ
う
。
集
会
に
は
韓
国

か
ら
民
主
労
総
ソ
ウ
ル
地
域
本
部
や

金
属
労
組
旭
硝
子
支
会
も
参
加
し
ま

す
。
労
働
者
の
国
際
連
帯
の
発
展
を

か
け
た
集
会
で
す
。

　
今
年
は
動
労
千
葉
の
国
鉄
分
割
・

民
営
化
反
対
の
第
１
波
集
会
40
年
の

節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
戦
争
阻

止
と
闘
う
労
働
運
動
の
再
生
と
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
へ
、
あ
ら
た

め
て
全
国
か
ら
の
11
・
２
大
結
集
を

訴
え
ま
す
。

11
・
２
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会

　

11
月
２
日
（
日
）
正
午　

芝
公
園
23
号
地
集
会
広
場

　

午
後
３
時　

改
憲
阻
止
！
１
万
人
行
進

　
【
関
連
企
画
】
11
・
１
労
働
者
国
際
連
帯
集
会

　
　

11
月
１
日
（
土
）
13
時
30
分
～
／
千
葉
商
工
会
議
所
ホ
ー
ル

全
国
労
働
者
総
決
起
集
会

11.2
改
憲
・
戦
争
阻
止
！ 

１
万
人
大
行
進

●
日
時
　
２
０
２
５
年
11
月
２
日
（
日
）
正
午
～
　
●
場
所 

東
京
・
芝
公
園
23
号
地
（
地
図
参
照
）

●
呼
び
か
け
　
国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合
／
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
反
対
し
、
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
を
支
援
す
る
全
国
運
動

　
　
　
　
　
　
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進

11・２労働者集会事務局 〒260-0017 千葉市中央区要町2-8 DC会館
電話 043-222-7207 FAX.043-224-7197 メールdoro-chiba@doro-chiba.org

ガザ大虐殺許すな！
米・日の中国侵略戦争阻止！
自民党・高市打倒！
10・５全国集会（青山公園）

■ アピール　国鉄千葉動力車労働組合／福島／沖縄／三里塚農民
　　　　       国際連帯ーパレスチナ、韓国民主労総、在日労働者
　　　　       改憲・戦争阻止！大行進運動／青年労働者／学生

　今の時代に危機感を持ち、 社会の根本的な変革を求める労働者、 市民、

女性、 青年、 学生、 すべてのみなさんに、 「１１・２全国労働者総決起集会ー

改憲・戦争阻止！１万人大行進」 への参加を訴えます。

　１０月４日、 自民党新総裁に極右 ・ 排外主義者の高市早苗が選出され、 戦

争に突き進む新政権が成立しようとしています。 極右・排外主義勢力の台頭

は、 資本主義が行き詰まり、 これまでの政治・経済・社会のあり

方が成り立たなくなった結果です。 各国の支配権力は、 労働者

民衆の現状への怒りや不満を外にそらし、 結局は戦争で支配の

危機をのりきろうとしています。 何よりもアメリカにおいてヒト

ラーのようなトランプが権力を握り、 「アメリカ第一」 で世界を

かき回し、 中国侵略戦争によって世界を再編しようとしている。

これこそ最大の震源です。 高市＝麻生らは 「台湾有事は日本

有事」 と叫び、 トランプとともに侵略戦争を遂行するために沖

縄 ・ 日本全土の出撃基地化、 戦争経済にかじを切ろうとして

います。 この破滅への道を今すぐ止めな

ければなりません。

　全世界の労働者が団結し、 戦争に突き

進む自国政府を倒し、 労働者が主人公の

社会をつくりましょう。 極右 ・ 高市打倒、

中国侵略戦争阻止、 １１月労働者集会に

集まり、戦争を止め社会を変えましょう！

Overthrow Takaichi!  Stop the war on China!
Free Palestine! Workers of the world,UNITE!

戦争を止め、社会を変える力がここにある
闘う労働組合の全国ネットワークを！
中国侵略戦争阻止！ ガザ虐殺を止めろ

極右反動 排外主義
 高市をたおせ！

November 2  National Workers All-out Rally
       Sun., Nov. 2 Shiba Park Section 23, Tokyo: At noon

動労千葉
定期大会
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労
働
行
為
の
真
実
を
す
べ
て
知
り
な

が
ら
、
事
実
を
隠
ぺ
い
し
続
け
て
き

た
人
間
で
す
。

　
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、「
Ｊ
Ｒ

に
責
任
な
し
」
と
し
た
最
高
裁
判
決

で
も
、「
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
自
身
が
不

当
労
働
行
為
を
行
っ
た
場
合
は
別
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
最

高
裁
判
決
の
前
提
は
完
全
に
覆
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
徹
底

し
た
事
実
調
べ
な
し
に
判
断
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
は
ず
で
す
。

　
こ
の
２
名
の
証
人
尋
問
は
、
真
実

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
絶
対
に
必

要
で
す
。
東
京
地
裁
は
、
こ
の
真
実

か
ら
逃
げ
出
し
、
闇
に
葬
ろ
う
と
し

ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
絶
対
に
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
不
当
労
働
行
為
の

真
実
を
隠
蔽
す
る
こ
と
が
裁
判
所
の

仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
裁
判
長
に

は
、
真
実
か
ら
逃
げ
ず
、
証
人
を
採

用
し
て
徹
底
し
た
事
実
調
べ
を
行

い
、
真
剣
に
審
理
を
尽
く
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

誇
り
と
名
誉
の
回
復

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
と
は
一
体
何

で
あ
っ
た
の
か
。

　
そ
れ
は
国
策
と
し
て
意
図
的
に
作

り
出
さ
れ
た
国
鉄
の
赤
字
を
、
あ
た

か
も
国
鉄
職
員
の
責
任
で
あ
る
か
の

よ
う
に
す
り
替
え
、
労
働
者
を
ス

ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
仕
立
て
上
げ
て
、

二
人
に
一
人
の
首
を
切
る
と
い
う
前

代
未
聞
の
攻
撃
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

  

あ
ら
た
め
て
問
う

国
鉄
闘
争
の
意
義  

被
解
雇
者
・
中
村
仁
副
委
員
長
の
意
見
陳
述時効で真実は消せない―国家的不当労働行為を暴く

　「
Ｊ
Ｒ
に
採
用
さ
れ
る
候
補
者
の

名
簿
を
作
る
の
は
国
鉄
」「
Ｊ
Ｒ
は

名
簿
に
記
載
さ
れ
た
者
を
誰
一
人
排

除
せ
ず
に
採
用
し
た
」「
Ｊ
Ｒ
に
は

採
用
差
別
に
関
わ
る
余
地
は
な
か
っ

た
」
と
い
う
論
理
で
す
。

　
そ
も
そ
も
、
国
鉄
改
革
法
の
「
国

鉄
と
Ｊ
Ｒ
は
ま
っ
た
く
別
法
人
」「
Ｊ

Ｒ
の
社
員
は
国
鉄
か
ら
承
継
す
る
の

で
は
な
く
新
規
採
用
と
す
る
」
と
い

う
枠
組
み
そ
の
も
の
が
、
ま
っ
た
く

実
態
と
違
い
ま
す
。

　「
別
会
社
」
と
い
う
形
式
に
す
る

た
め
だ
け
に
国
鉄
改
革
法
ま
で
作

り
、
解
雇
を
自
由
に
で
き
る
仕
組
み

が
作
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
自
身
が

国
家
的
不
当
労
働
行
為
で
す
。
裁
判

所
は
こ
の
許
し
が
た
い
国
鉄
改
革
法

を
根
拠
に
、
不
当
解
雇
の
責
任
か
ら

Ｊ
Ｒ
を
免
罪
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
自
身

が
不
当
労
働
行
為
を
行
っ
た
場
合
は

別
と
し
て
」
と
い
う
但
し
書
き
が
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
国
鉄
改
革
法
の
23

条
５
項
で「
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
、

設
立
委
員
が
し
た
行
為
は
Ｊ
Ｒ
が
し

た
行
為
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。

国
鉄
職
員
局
職
員
課
補
佐
で
国
鉄
職

員
の
選
別
に
か
か
わ
っ
て
き
た
伊
藤

嘉
道
で
し
た
。
こ
の
決
定
的
事
実
は

さ
に
労
働
者
を
「
犯
人
」
と
決
め
つ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
全
体
に

「
仕
方
が
な
い
」
と
思
わ
せ
る
構
図

を
作
り
出
し
た
の
で
す
。

　
職
場
の
中
に
は
「
自
分
だ
け
は
助

か
り
た
い
」
と
協
力
す
る
労
働
者
も

生
ま
れ
、
労
働
者
同
士
の
間
に
深
刻

な
分
断
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ

の
分
断
こ
そ
、
当
局
が
最
も
狙
っ
た

も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
労
働
者
の
団

結
を
弱
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
労
働
者
が
み
ん
な
で
共
に
生
き
抜

く
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
か
っ
た
の

か
。
私
が
所
属
し
て
い
る
動
労
千
葉

は
、
苦
し
い
状
況
の
中
で
「
労
働
者

が
大
同
団
結
し
て
立
ち
上
が
り
、
共

に
闘
え
ば
、
こ
の
攻
撃
に
正
面
か
ら

立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
決
断
に
至
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
決
断
に
基
づ
き
、
ス
ト
ラ
イ
キ

に
立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。

　
仲
間
と
と
も
に
声
を
上
げ
、
職
場

と
社
会
に
訴
え
か
け
た
こ
と
は
、
今

振
り
返
っ
て
も
間
違
い
で
は
な
か
っ

た
と
、
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。
あ

の
時
に
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
が
、
労

働
者
の
誇
り
を
守
り
抜
く
唯
一
の
道

だ
っ
た
の
で
す
。

　
鉄
道
員
と
し
て
、
そ
し
て
一
人
の

労
働
者
と
し
て
の
誇
り
と
名
誉
を
回

復
す
る
こ
と
―
―
そ
れ
が
私
た
ち
の

闘
い
の
核
心
で
す
。
国
鉄
分
割
・
民

営
化
の
過
程
は
、
不
当
労
働
行
為
な

く
し
て
１
９
８
７
年
４
月
１
日
を
迎

え
る
こ
と
が
決
し
て
で
き
な
か
っ

た
、
歴
史
的
な
不
正
義
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
訴
え
続
け

ま
す
。
国
鉄
分
割
・
民
営
化
は
誤
り

で
あ
っ
た
と
社
会
的
に
認
め
さ
せ
、

解
雇
を
撤
回
し
、
原
職
復
帰
を
果
た

し
、
鉄
道
の
職
場
に
戻
る
―
―
そ
の

日
を
実
現
す
る
ま
で
、
闘
い
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

裁
判
所
と
い
え
ど
否
定
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
旧
国

鉄
＝
鉄
建
公
団
を
相
手
に

し
た
裁
判
で
、「
名
簿
不

記
載
基
準
の
策
定
は
不
当

労
働
行
為
」
と
い
う
こ
と

が
、
２
０
１
５
年
６
月
に

最
高
裁
で
確
定
し
ま
し

た
。

　
し
か
も
、
こ
の
「
名
簿

不
記
載
基
準
」
の
策
定
を

命
じ
た
の
は
Ｊ
Ｒ
設
立
委

会
で
し
た
。
Ｊ
Ｒ
設
立
委

員
会
の
斎
藤
英
四
郎
委
員

長
が
、
国
鉄
幹
部
に
名
簿

不
記
載
基
準
の
策
定
を
指

示
し
、
そ
の
後
、
設
立
委

員
会
と
し
て
正
式
に
決
定

し
て
い
ま
し
た
。

　
不
当
労
働
行
為
に
よ
る

解
雇
の
張
本
人
は
Ｊ
Ｒ

だ
っ
た
の
で
す
。
そ
う
で

あ
る
以
上
、
Ｊ
Ｒ
が
行
う

べ
き
こ
と
は
解
雇
撤
回
以

外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
つ
い
に
隠
さ

れ
た
真
実
を
暴
き
出
し
ま

し
た
。
Ｊ
Ｒ
は
自
分
自
身

が
不
当
労
働
行
為
を
働
い

た
こ
と
を
百
も
承
知
で
、

真
実
を
隠
し
、
30
年
以
上

も
裁
判
所
で
ウ
ソ
を
つ
き

続
け
て
い
た
の
で
す
。
こ

　
久
留
里
線
（
久
留
里
～
上
総
亀
山

間
）
の
地
元
の
君
津
市
長
が
沿
線
住

民
に
秘
密
で
廃
線
を
容
認
し
、
Ｊ
Ｒ

の
廃
線
化
に
協
力
し
て
い
る
こ
と
に

怒
り
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
君
津
市
長
に
は
、
議
会
質
問
や
Ｊ

Ｒ
に
「
廃
線
反
対
」
を
求
め
る
申
し

入
れ
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
一

切
立
場
を
表
明
し
な
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
昨
年
11
月
に
Ｊ
Ｒ
東
が
「
バ
ス

転
換
」
方
針
を
発
表
す
る
と
、
な
ん

の
議
論
も
な
く
「
廃
線
提
案
受
け
入

れ
」
を
表
明
し
た
の
だ
。

　
久
留
里
線
（
久
留
里
～
上
総
亀
山

間
）
の
存
廃
に
つ
い
て
は
、「
君
津

市
地
域
公
共
交
通
会
議
」
で
議
論
さ

れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
６
月
23

日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
会
議
で
い

き
な
り
代
替
バ
ス
の
運
行
計
画
案
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
に
地
元
で

開
か
れ
た
説
明
会
は
「
質
問
は
代
替

バ
ス
の
運
行
計
画
に
つ
い
て
の
み
」

「
久
留
里
線
の
廃
線
・
存
続
に
関
す

る
質
問
は
禁
止
」。

　
Ｊ
Ｒ
や
君
津
市
が
参
加
す
る
検
討

会
議
の
報
告
書
で
も
「
路
線
バ
ス
で

事
業
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
こ
と
は

困
難
」
と
さ
れ
た
。
ど
の
会
議
で
も

「
廃
線
」
の
結
論
は
出
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
廃
線
化
を
前
提
に

「
代
替
バ
ス
を
ど
う
運
行
す
る
か
だ

け
を
議
論
し
ろ
」
と
い
う
の
だ
。

　
久
留
里
線
（
久
留
里
～
上
総
亀
山

間
）は
全
面
的
な
廃
線
化
攻
撃
の「
突

破
口
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
脱
鉄
道
化
」
を
進
め
る
組

織
・
人
事
・
賃
金
制
度
の
抜
本
的
な

改
悪
と
一
つ
の
攻
撃
だ
。

　
地
域
を
切
り
捨
て
、
鉄
道
業
務
と

労
働
者
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
Ｊ
Ｒ

を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
地
域
と

と
も
に
、
廃
線
化
・
地
域
切
り
捨
て

に
反
対
の
声
を
あ
げ
よ
う
。
久
留
里

線
の
存
続
を
求
め
る
ネ
ッ
ト
署
名
が

　
動
労
千
葉
副
委
員
長
の
中
村
仁
で

す
。
１
９
８
７
年
の
国
鉄
分
割
・
民

営
化
、
Ｊ
Ｒ
各
社
発
足
に
あ
た
っ

て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
の
採
用
を
拒
否

さ
れ
て
清
算
事
業
団
送
り
に
さ
れ
ま

し
た
。
１
９
９
０
年
に
は
そ
の
清
算

事
業
団
か
ら
も
解
雇
さ
れ
た
当
該
で

す
。

　

許
せ
ぬ
一
審
判
決

　
昨
年
11
月
に
出
さ
れ
た
一
審
判
決

は
絶
対
に
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
で
し
た
。
Ｊ
Ｒ
の
偽
証
を
す
べ
て

暴
き
出
し
た
の
に
、「
時
効
」
を
口

実
に
し
て
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
拒
否
し
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の

国
家
的
不
当
労
働
行
為
を
容
認
し
、

国
と
Ｊ
Ｒ
を
免
罪
す
る
許
し
が
た
い

判
決
で
し
た
。

　
ま
ず
、
こ
こ
ま
で
裁
判
が
長
期
化

し
た
の
は
、
Ｊ
Ｒ
が
真
実
を
隠
し
、

ウ
ソ
を
つ
き
続
け
た
か
ら
で
す
。
Ｊ

Ｒ
は
裁
判
で
、「
採
用
候
補
者
名
簿

の
作
成
に
は
一
切
関
わ
っ
て
い
な

い
」「
不
当
労
働
行
為
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
責
任
は
国
鉄
に
あ
る
」
と

繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
基
づ
く
国
鉄
に
よ
る
採
用
候

補
者
名
簿
の
書
き
換
え
及
び
そ
の
結

果
と
し
て
の
参
加
人
（
Ｊ
Ｒ
）
に
よ

る
本
件
不
採
用
が
あ
り
、そ
の
結
果
、

参
加
人
（
Ｊ
Ｒ
）
が
本
件
10
人
の
採

用
義
務
を
負
う
こ
と
が
あ
る
と
し
て

も
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　
暴
か
れ
た
不
当
労
働
行
為
の
真
実

を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、「
時

効
」
の
一
点
で
切
り
捨
て
、
Ｊ
Ｒ
を

免
罪
し
た
の
で
す
。

　
東
京
地
裁
が
行
っ
た
の
は
、
裁
判

所
に
よ
る
犯
罪
行
為
で
す
。
す
べ
て

の
審
理
を
や
り
直
し
、
真
実
を
す
べ

て
明
ら
か
に
す
べ
き
で
す
。
そ
れ
が

裁
判
所
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

隠
さ
れ
た
真
実

　
今
回
、
証
人
と
し
て
呼
ぶ
よ
う
要

求
し
た
井
手
正
敬
は
、「
名
簿
不
記

載
基
準
の
策
定
を
命
じ
た
の
は
斎
藤

英
四
郎
委
員
長
」
と
語
っ
た
人
物
で

す
。「
隠
さ
れ
た
真
実
」
の
最
大
の

核
心
で
あ
る
不
採
用
基
準
策
定
を
話

し
合
っ
た
密
会
を
直
接
知
っ
て
い
る

最
後
の
人
物
で
す
。

　
ま
た
、
深
澤
祐
二
は
採
用
候
補
者

名
簿
か
ら
の
排
除
を
直
接
行
っ
た
下

手
人
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
も
私

た
ち
の
採
用
を
拒
否
し
続
け
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
社
長
に
ま
で
な
り
、
不
当

不
利
益
に
扱
う
目
的
で
、
設

立
委
員
会
ら
の
指
示
に
よ
る

本
件
不
採
用
基
準
の
策
定
、

始
ま
り
ま

し
た
。
ぜ

ひ
ご
協
力

お
願
い
し

ま
す
。

君
津
市
　

　
長  「
廃
線
容
認
」に
怒
り
の
声

Ｊ
Ｒ
の
地
域
切
り
捨
て
許
さ
ず
闘
お
う

　
私
た
ち
は
闘
い
を
継
続

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

２
０
０
９
年
に
衝
撃
的
な
事

実
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。「
動
労
千
葉
の
組
合
員

12
人
な
ど
不
採
用
に
な
っ
た

１
１
７
人
が
も
と
も
と
採
用

候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
て

い
た
」「
直
前
に
な
っ
て
名

簿
不
記
載
基
準
を
策
定
し
て

名
簿
か
ら
排
除
し
た
」
と
い

う
証
言
が
行
わ
れ
た
の
で

す
。

　
証
言
し
た
の
は
、
当
時
の

ん
な
不
正
義
が
「
時
効
だ
」
の
一
言

で
免
罪
さ
れ
て
い
い
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　
東
京
地
裁
は
判
決
文
で
、「
仮
に
」

と
前
置
き
は
し
て
い
ま
す
が
、「
特

定
の
労
働
組
合
の
組
合
員
を
不
当
に

久留里線

高
裁
は
井
手
・
深
澤
を
法
廷
に
呼
べ
！


